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ー表紙写真について ①

① 例年8月~ 9月に行われる「古山のかかし祭り」風景
② 市無形文化財「星宮神社太々 神楽」第三座「住吉
の舞」

③ 星宮神社全景

表紙企業紹介

下野星宮神社 下野市倫理法人会倫履歴1 1年

当神社は、51代平城天皇の御代、大同2年(808年) 4月10日に藤原鎌足10代
の子孫、飛鳥井刑部が当地に居住し、児山の郷の乾の方に神社を祀ったのが始
まりと伝えられております。
古来より、武運・開運の守護社として、現在は厄除け・方位除けの開運導きの神
社として信仰されております。また、先人たちが残してきた伝統神事を継承しつ
つ、新たな試みとして地域活性を目的として、「古山のかかし祭り」や「日本一の住 所:蛎本県下野市下古山1530
行灯願掛け大鳥居」の作成などを地域の人たちと共に協力し、参拝者を楽しまTEL : 0285-53-1706
せております。 https://hoshinomiya-jinjya.com
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栃
木
モ県
ー
ニ理
ン法
グ人
セ会ミ

見ナー目委
員

尚長
久

皆
様
のこ
参
加
、心
より
お
待ち
印
し
上
け
ま
す。

人
に
も
お
声
掛
け
頂
き
一緒
に
学
ん
で
い
け
れ
はと
強く
願
いま
す。

し
て
沢
山
の【気
づ
き】のあ
る
セミ
ナ
ー
に
是
非
こ
参
加く
ださ
い
そし
て
反
人・

活
か
す
こと
が
出
来
ま
す。朝
の
新
鮮
な
空
気と
前
向
き
な
経
営
者と
の
出
会
い、そ

来
、体
験
談
を
聞く
事
で
共
感
力
が
應
か
れ、自
分
自
身
の
視
野
が
広
がり、社
業
に

様
々
な
業
種
の
経
営
者と
接
点
が
出

企
業
が
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す。

開
催
さ
れ
、約
69

・
000

社
の
会
員

ま
す
。全
国
710

を
越
え
る
地
域
で

庭
に
愛
を
】を
提
唱
し
勉
強
し
て
お
り

し凛、【と企し業たに雰
囲理気をの
職、中
場で自に己心革を、新家を
)( ~~

ま】を
取
り
去
る
為
の
道
場
の
よ
う
な

朝
起
き
を
推
進
し
、経
営
者
が
【わ
が
ま

【経
営
者
モ
ー
ニン
グ
セミ
ナ
ー】は

り
ま
す
。

員
長・委
員
の
皆さ
んと
活
動
し
て
お

性
化
の
為
に
四
単
会
の
委
員
長・副
委

ガ
ン
に
、経
営
者
が
学
ぶ
場
の
運
営
・活
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3
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ス
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の
拡
充
で
社
業
発
展
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モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
は
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出
会
い
に
感
謝

倫
理
と
の
出
会
い

私
が
倫
理
に
出
会
っ
た
の
は
、
会
長
の

自
宅
で
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
時

に
、
第
第
0>

か
ら
、
「い
い
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
る
ん
た
!
経
営
者
は
朝
、
時
間
を
作

って
勉
強
す
る
ん
だ
よ
!
」
と
、
何
度
か

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
で
し
た

ら
お
断
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
せ
か

話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
い
妻
に
相
談
し

ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
父
が
鷹

0>

の
家
の
近

所
で
生
ま
れ
冐
ち
、
0>

と
は
知
り
合
い

た
った事もあり
、
「き
っと
、亡
く
な

った父が引き合わせてくれたんじ
ゃ

な
い
?
0>

も
気
に
掛
け
て
く
れ
て
い
る

ん
だ
よ
」
と
、
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
な

気
持
ち
で
(U)
に
参
加し
ま
し
た
。

入
会
後
の
自
分

>(D

に
は
な
る
・ヘく
参
加
し
よ
う
。
と

決
め
、
ま
さ
か
の
役
員
朝
礼
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
忘
れ
か
け
て
い
た

大
き
な
声
を
出
す
事
、
わ
か
って
い
る
つ

も
り
だ
った
両
親
の
大
切
さ
、
改
め
て

妻
・子
供
達
に
感
謝
。
な
ど
、
多
く
の
方

か
ら
沢
山
の
気
付
き
を
頂
い
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
所
で
す
。

今
ま
で
は
人
の
前
で
自
分
の
思
い
を
発

言
し
た
り
、
仕
事
の
集
ま
り
に
も
行
く
の

が
苦
手
な
私
で
し
た
が
、
気
付
い
て
み
る

と
一歩
を
踏
み
出
し
て
他
単
会
の

に

参加している自分がいました。

妻
は
ど
う
思
って
い
る
の
か
な
?
と
、

気
に
な
り
聞
い
て
み
る
と
、
「倫
理
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
早
起
き
の
習
慣
が
っ

い
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
第
一に
頑
張

自
単
会
の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
こ
れ
か
ら
も
、
一歩
す
っ
楽
し
く
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

入会
に戸感
いを感じ
ている方
へ

入
会
し
て
間
も
な
い
私
で
す
が
、
自
身

の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す

職
場
・家
庭
で
も
足
り
な
か
った
笑
顔

・会
話
・笑
い
、
そ
れ
と
大
き
な
声
を
出

す
事
。
簡
単
そ
う
で
と
て
も
難
し
か
った
事
で

し
た
。ち
ょ
う
ど
モ
ヤ
モ
ャ
し
て
い
た
時

で
の
お
誘
い
に
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

倫
理
の
方
々
は
と
て
も
元
気
で
明
る
く

暖
か
い
人
達
ば
か
り
で
、
朝
早
く
か
ら
ハ

ワ
ーを
も
ら
えま
す

こ
縁
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
一緒
に

一歩
踏
み
出
し
て
沢
山
の
方
々
と
共
に
、
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備
理
が
導
い
て
く
れ
た
も
の

9161 町
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鹿

市
業
県

沼
食
木

鹿
飲
栃

属.
:
所:
所
業
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貴
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ャ

石

倫
理
と
の
出
会
い

お
店
に
来
て
い
た
た
い
て
い
る
常
連
の

お
宮
様
か
ら
朝
の
勉
強
会
が
あ
る
か
ら
明

日
来
な
い
?と
お
誘
いを
いた
た
き
、
何

も
わ
か
ら
す
(笑
)
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド

キ
で
>(f)

に
参
加
し
た
の
が
倫
理
と
の
出

合
い
で
す
。

当
日
は
、
元
気
い
つ
は
い
の
会
の
皆
さ

ん
に
や
さ
し
く
迎
え
入
れ
て
も
ら
い
、
ま

た
来
た
い
な
と
思
っ
て
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

)会入月9年30成平(

シ一・sE 

入
会
後
の
自
分

早
起
さ
の
習
が
つ
い
た
ら
い
い
な
、

と
思
っ
て
参
加
し
は
じ
め
た
週
一回
の

、
倫
理
の
学
び
か
ら
気
づ
く
事
が
本

当
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

論
大
会
、
富
主
研
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
、
役
を
い
た
だ
い
た
事
で
積
性
が

自
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。
仕
事
の
面
で

も
決
断
が
素
早
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
2
年
半
の
学
び
か
ら
の
私
は
一番

の
成
果
は
、
顔
を
見
る
の
も
い
や
だ
っ
た

父
親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
、
今

は
父
と
同
居
を
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
奇
跡
で
す
ね
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一入会に戸感いを感じている方へ
一

自
分
の
身
を
ど
こ
に
着
い
て
、
何
を
す

る
か
。

倫
理
の
場
は
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
る
場
で
す
。

一歩
ふ
み
出
せ
は
人
生
が
開
け
ま
す
。

そ
の
一歩
を
ふ
み
出
せ
る
の
は
員
方
だ
け

で
す
よ
。
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倫
理
と
の
出
会
い

昨
年
頃
よ
り
、
倫
理
法
人
会
に
つ
い
て

少
関々
心
を
持
って
い
る
と
こ
ろ
で
、
今

年
地
元
の
信
用
金
庫
さ
ん
の
新
年
会
で
た

ま
た
ま
お
隣
に
お
座
り
に
な
った
の
が
、

栃
木
市
倫
理
法
人
会
の
渡
邊
さ
ん
。

印
象
的
な
赤
い
ネ
ク
タ
イ
を
さ
れ
て
い

た
の
で
、
何
気
な
く
そ
の
話
題
に
触
れ
た

ら
、
倫
理
法
人
会
で
お
作
り
に
な
っ
た
ネ

ク
タ
イ
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
倫
理
の
話
に
花
が
咲
き
、
お
誘

い
い
た
だ
い
た
の
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
に
も
参
加
。
自
社
の
社
長
に
も
相
談
し

て
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

愛

章
6 (当・
斟 マ
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ト

に

フ第

木
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FAX
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0-

物
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ン第

高
新
物
ー

す設

角町
つ報
ト0〃

市
-
ー72

サ

功取締役田
会

入
会
後
の
自
分

倫
理
に
つ
い
て
は
予
備
知
識
も
あ
った

こと
か
ら
、
モ
ー
ニング
セ
ミ
ナ
ーは
も

ち
ろ
ん
役
員
朝
礼
に
も
参
加
し
て
み
ま
し

た
。
「月
人
幸
福
の
栞
」
は
深
く
頷
く
こ

と
は
か
り
で
、
日
常
生
活
で
の
実
践
を
心

が
け
、
「ハ
イ
の
実
践
」
を
し
て
い
た
ら

9
月
か
ら
研
修
委
員
長
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
(笑
)

倫
理
法
人
会
は
私
に
と
っ
て
、
学
び
と

実
践
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。
私
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「ラ
ッ
キ
ー
で
ハ
ッ
ピ
ー
な
マ
ッ

キ
ー
」
に
磨
き
を
か
け
、
楽
し
ん
で
い
る

毎
日
で
す
。

一・

一入会に戸感いを感じている方へ
一

もしも
戸惑
いがあ
るとしたら
、そ

れ
は
ワク
ワク
以
外
のナ
ニモノ
でも
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
た
って
自
分
の知
ら
な
い

世
界
だ
か
ら
戸
惑
っ
て
い
る
のた
し
、
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
時
、
多
少
の
不

安
も
あ
り
つ
つ、
変
わ
って
いく
こと
が

楽
し
い
か
ら
人
は
成
長
す
る
の
だ
し
、
わ

が
一、
入
会
し
て
失
敗
だ
と
感
じ
た
ら
辞

め
れ
は
い
い
だ
け
だ
し
(笑
)

迷
っ
て
い
る
時
間
が
も
った
い
な
い
で

す
よ
5
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岡
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岡
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。
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第2回#性セナ ー田ご案内7す
テーマ「たった一度の人生明るく、楽しく、優しく、生きよう」

・開催日:令和2年2月18日(火)
・会場・サンプラサ栃木
・講 師 .一般社団法人倫理研究所

法人局参事法人アドバイザー

鹿島節子氏

第2回女性セミナー県南地区「サンプラザ栃木」にて
開催致します。
第受付: 1 0時~
第第一部:講演会1 0時30分~

■第ニ部:食事/アトラクション12時~ 14時
費. 3 , 500円(講話のみ1 .000円)

鹿島節子法人局参事・法人アドバイザー「たっ
い 下 一 目た一度の人生明るく、楽しく、優しく、生きよ

う」のテーマで講話して頂きます。
講話に先立ち各地区1名の体験発表を頂きま 0

す。
0

《目標人数200名》
女性委員・グスト様、男性会員の方は(奥様・
女性グスト様同伴)でお願い致します。皆様の
ご参加を、楽しみにお待ちしております。

第1回宇都宮クラントホテル会場にて

宇 都 宮 文 星 女 子 高 等 学 校 宇都宮市北倫理法人会宇都宮文星女子高等学校
サッカー部監督鈴木秀 明会員

「おはよう!」生徒の挨拶に対し、いつも以上に大きな声で返事をする自分。朝礼に参加した後の、自分
の変化に気づく。50歳を過きても成長する自分に不思議な感覚になる。
倫理法人会との出会いは、令和元年の7月、知人の紹介でセミナーに参加したこと。誰もが知っているは
すの、良心やモラル、秩序などを毎回再確認させられる。また、日 の々生活の中で道標となるような訓示に
出会える場所。それが倫理法人会だと思う。
文星女子高のサッカー部では現在、四つの委員会(朝礼、風紀、環境、保健)を作り、それぞれの委員会
が生徒主体で企画を立案し、活動をしている。近鱗の公園を掃除したり、部員のプラウスのアイロンがけを
したり、その活動は様々 。その中の一つが、毎週
月曜日の朝活朝礼と毎月一回のモーニングセミナ 0

ーである。
令和元年1 1月に行われた関東大会。様 な々困
難に直面するチームであったが、誰一人として自
分を見失うことなく、冷静に対応し、8年振りの
全国大会出場を果たした。それは、日 の々生活で、
生徒自身が観て、考え、判断し、そして勇気を持
ち行動する、そんな習慣が身に付いてきたからだ
と思う。
今は、倫理との出会いに感謝する日々 を過ごす
自分がいる。

青 年 大 弁 論 大 会 開催日.令和2年2月15日出
場:作新学院大学

青年委員会では、栃木県倫理法人会の主要イベントである「青年大弁論大会」を今年度も開催いたします。
各単会より45歳以下で倫理体験のある若手会員を募り、今年は1 5名が弁士として選出されました。弁士は各
自が倫理法人会で学び、家庭・会社経営・事業承継などで実践した体験について熱弁を繰り広げます。弁士
の実践体験を追体験し、共感を得る中で皆様の新たな成長や学ひを得ていただければと思います。せひゲス
ト様をお誘いの上、奮ってご参加ください。

OC 日一



倫理法人会は、一般社団法人倫理研究所の

法人会員組織です。「企業に倫理を職場に心

を家庭に愛を」をスローガンに、ます経営者
自身が純粋倫理を学び、活力に満ちた人間に

変わることによって、社員が変わり、社風が

朝起きは繁栄の第一歩/

変わり、自社の繁栄を目指すものです。
また倫理法人会の会員同土が集い、語り合

うことで、自分では気づかないような経営の
ヒントも得ることができる場所です!

◎ 6 : 00 ~ 7: 00

モーニンクセミナー会場のこ案内
法人会名

那須野ヶ原倫理法人会

那須野ヶ原中央理 法人会

那須野ヶ原矢板理 法人会

日光市憺理法人会

鹿沼市愴理法人会

高根沢さくら憺理法人会

宇都宮市憺理法人会

宇都宮市北憺理法人会

宇都宮西憺理法人会

宇都宮中央憺理法人会

宇都宮東理 法人会

字都宮南倹理法人会

足利市憺理法人会

佐野市憺理法人会

栃木市愴理法人会

小山市理 法人会

真岡市準倫理法人会

下野市倫理法人会

小山中央愉理法人会

場

榊原会館

大田原西地区公民館

みのり苑

報徳ニ宮神社会館

鹿沼商工会議所3 F大会議室

いふきの里

ホテル東日本宇都宮

コンセーレ

コンセーレ

コンセーレ

宇都宮大学UUプラザ2階

宇都宮グランドホテル

ニューミヤコホテル本館

ホテルマリアージュ仙水

栃木グランドホテル

小山グランドホテル

真岡井頭温泉チャットパレス

薬師寺コミュニテイセンター

間々 田商工会

住所

那須塩原市豊浦中町100-10

大田原市浅香3丁目3578-747

矢板市本町8-24

日光市今市743

鹿沼市睦町287-16

塩谷郡高根沢町稾窪2266-2

宇都宮市上大曽町492番地1

宇都宮市駒生1 -1 -6

字都宮市駒生1 -1 -6

宇都宮市駒生1 -1 -6

宇都宮市町350

宇都宮市西原町142

足利市南町4254-2

佐野市奈良測町316

栃木市万町6-1 1

小山市神鳥谷202

真岡市下谷 41

下野市薬師寺1387番地25

小山市間々 田1 183-2

曜日

火

金

土

水

木

木

土

金

火

水

木

水

金

火

水

木

水

金

火

事務局

0287-74・6175

0287-29-0105

0287-76-6208

0288-25-6188

028-688-0171

028-689-9103

028-611-3777

028-612-6017

028-612-6017

028-612-6017

028-610-0537

028-612-6017

0284-41-5853

0283-24-0148

0282-21-8877

0285-27-7059

0285-84-2620

028-678-9801

0285 - 31-0611


